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単元名：３×３（スリー エックス スリー）（E ボール運動 ア ゴール型）
小学６年体育科

スーパーティーチャーによる1人1台端末を活用した授業公開

鳥栖市立基里小学校 スーパーティーチャー 久保 明広 指導教諭

単元を通して、子ども自身が【問い】の解決に向けて、【問い】の修正や更新を繰り返し
ながら学びを進めていく、まさしく「子ども」が主語となった授業でした！

←「SAGA Eコネクト」サイトではたくさんの事例を紹介しています。
https://www.saga-high-school.jp/e-connect/

シュートを入れるためには／
入れさせないためには
どうしたらいいだろう。

学びのハーフタイムとは？
単元の途中に、これまでの振り返りや動画視聴、これ
からの課題を確認する時間のことです。また、単元後
半に向けた評価について、子ども達が話し合い、教師
と評価を共有する時間でもあります。

http://localhost/
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本時の流れ 全８時間（６／８）

導入 １ 問いを確認し、準備運動を行う。
２ チームや教師とともに本時の見通しをもつ。

展開 ３ 活動する。
・ゲーム① ⇒ ゲーム②

まとめ ４ 振り返り、片付けをする。

【問い】について、振り返りを行う子ども達
友達の【問い】が可視化され、子ども達の間に自然と対話が生まれる。

ゲーム①とゲーム②の合間に振り返りを行う子ども達
ゲーム①を振り返る方法は、子ども達に委ねられている。

作戦ボードを使うチーム 動画を観るチーム 練習するチーム

パスに関する【問い】をもつ子ども達のために、教師がChatGPTに
「パスが回るためのポイント」を尋ねた。

ChatGPTの回答を興味深く見る子ども達

「ChatGPTの回答が正しいかは分から
ないけれど、この回答の１個くらい試して
みてはどうですか？」との教師からの問
い掛けに、「試してみたい！」と子供たち
からの反応があった。

授業の最後に「ChatGPTの「パスが回るポイント」を意識した人？」との教
師からの問いかけに、「いい感じだった！」と子ども達からの声が挙がった。
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